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◇
8

月
の
こ
よ
み

□

少
年
団
体
結
成
促
進
月
間

□
5
～
1
1
日
食
中
毒
予
防
週
間

□
5

日
区
民
ラ
ジ
オ
体
操
会

□
8

日
立
秋

□
1
5
日
終
戦
記
念
日
、国
民
皆
泳
の
日
、区
民
野

球
大
会

□
2
2
日
区
民
水
泳
大
会

人口調べ

( 昭和40年7月1日現在)

世帯　138, 387

男　　260, 608

女　　245, 097

合計　505, 705

( 前月より2, 178人増加)

8
月
9

日
(
月
)
か
ら

緑
町
仮
庁
舎
に
移
転

総
務
部
・
区
議
会
な
ど

区
役
所
の
新
庁
舎
建
設
に
と
も

な
い
、す
で
に
千
住
1
丁
目
と
千

住
旭
町
の
仮
庁
舎
に
は
、移
転
を

お
わ
り
、そ
れ
ぞ
れ
事
務
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。引
き
続
い
て
8
月

7
・
8
日
の
両
日
、現
在
の
庁
舎

に
の
こ
っ
て
い
る
総
務
部
、区
議

会
な
ど
が
緑
町
グ
ラ
ン
ド
内
の
緑

町
仮
庁
舎
に
移
転
す
る
こ
と
に
な

り
8
月
9
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

ま
す
。こ
れ
で
昭
和
4
2
年
2
月
、

新
庁
舎
が
完
成
す
る
ま
で
は
、こ

れ
ら
3
か
所
の
仮
庁
舎
で
事
務
を

と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
庁
舎
が
で
き
る
ま
で
い
ろ
い

ろ
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
ご
協
力
下
さ
い
。

移
転
日
の
事
務
取
り
扱
い

8
月
7
日
(
土
曜
日
)
午
前
中

の
一
般
事
務
と
、7
・
8
日
の
宿

日
直
事
務
は
現
在
の
庁
舎
で
行
な

い
ま
す
。

電
話
は
、い
ま
ま
で
通
り
の
、
(
8
8
8
)

一
二
五
一
へ
。

産
業
振
興
館
・
第
2
庁
舎
は

か
わ
り
ま
せ

ん

区
役
所
横
に
あ
る
産
業
振
興
館

は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
業
務
を
行

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ま
た
第
2
庁
舎
(
旧
梅
島
支
所

で
、扱
っ
て
い
る
税
金
、
戸
籍
な

ど
の
事
務
も
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

緑
町
仮
庁
舎
の

交
通
の
便

北
千
住
駅
下
車
徒
歩
約
1
5
分
(
常

盤
線
・
地
下
鉄
線
・
東
武
線
)

京
成
千
住
大
橋
駅
下
車
徒
歩
約
3

分
(
京
成
線
)

千
住
中
組
停
留
所
下
車
徒
歩
約
3

分
(
〔都
バ
ス
〕▽
草
加
―
東

京
駅
八
重
州
口
間
▽
千
住
車
庫
―

浅
草
<
新
橋
駅
>
間
▽
西
新

井
駅
―
後
楽
園
間
▽
川
口
駅
―

東
京
駅
間
▽
足
立
区
役
所
―
王

子
駅
間
巡
回
〔東
武
バ
ス
〕▽

草
加
―
東
京
駅
間
▽
西
新
井
駅
―

南
千
住
間
▽
大
谷
田
―
浅
草

松
屋
間
▽
西
新
井
大
師
―
浅
草

松
屋
間
〔国
際
興
業
バ
ス
〕川

口
駅
―
東
京
駅
間
)

竜
田
町
停
留
所
下
車
　
徒
歩
7
分

(
〔東
武
バ
ス
〕西
新
井
大
師
―

北
千
住
間
〔都
バ
ス
〕駒
込

病
院
前
―
北
千
住
駅
間
)

足
立
区
役
所
前
停
留
所
下
車
　
徒

歩
7
分
(
〔東
武
バ
ス
〕西
新

井
駅
―
鐘
ケ
淵
間
)

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行

事
務
連
絡
用
と
し
て
仮
庁
舎
間

に
次
の
表
の
と
お
り
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

仮 庁 舎 の 案 内 図

緑町仮庁舎 千住緑町2 の1( 緑町 グランド内) 代表電話( 888) 2151

千住1丁目仮庁舎 千住1の50( 現庁舎裏)　代表電話( 881) 3151( 8月9日開通)

旭町仮庁舎　 千住旭町58( 千4 小敷地内) 代表電話( 888) 2161

□ こ の表 は切り取っ てご利用ください。
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み
な
さ
ん
の
手
間
を
は
ぶ
く

―
出
張
所

事
務
の
改
善
―

8
月
1
日
か
ら
、区
役
所
出
張

所
の
窓
口
事
務
を
一
部
改
善
し
、

転
入
・
転
出
な
ど
の
住
所
変
更
に

よ
る
各
種
の
届
け
出
を
、み
な
さ

ん
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、い
ま
ま
で
一
枚
一
枚

べ
つ
べ
つ
に
書
い
て
い
た
住
民
登

録
の
届
け
出
や
、米
の
配
給
・
国

民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
な
ど
の

届
出
書
を
伝
票
複
写
式
で
い
っ
ぺ

ん
に
書
き
あ
げ
る
も
の
で
、原
則

と
し
て
出
張
所
の
職
員
が
代
筆
し

ま
す
か
ら
、手
数
や
む
だ
な
時
間

が
は
ぶ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お

願

い

異
動
の
届
け
出
を
す
る
と
き
は

忘
れ
ず
に
次
の
も
の
を
持
っ
て
く

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

(
1
)
印
鑑
(
み
と
め
)

(
2
)
米
の
通
帳

(
3
)
国
民
健
康
保
険
証
(
加
入
し

て
い
る
か
た
の
み
)

(
4
)
国
民
年
金
手
帳
(
加
入
し
て

い
る
か
た
の
手
帳
全
部
)

子
ど
も
会
の
育
成
を

鼓
笛
隊
や
合
唱
団
も
つ
く
る

「子
ど
も
た
ち
の
不
良
化
を
防
ぎ

集
団
生
活
を
と
お
し
て
社
会
性
を

養
お
う
…
…
」と
、区
教
育
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
少
年
団
体
の

育
成
に
力
を
い
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
あ
わ
せ

て
少
年
合
唱
団
や
少
年
鼓
笛
隊
を

つ
く
り
、
情
操
教
育
も
進
め
て
い

く
計
画
で
す
。

最
近
、
青
少
年
の
非
行
化
は
年

々
増
加
し
、
し
か
も
低
年
令
層
に

移
っ
て
行
く
傾
向
に
あ
っ
て
、
家

庭
環
境
の
改
善
と
か
指
導
者
に
よ

る
集
団
生
活
が
強
く
望
ま
れ
て
い

ま
す
。こ
の
た
め
区
と
区
教
委
で

は
、学
童
保
育
・
家
庭
教
育
学
級

な
ど
の
事
業
を
行
な
っ
て
お
り
、

同
時
に
町
会
、
自
治
会
で
も
子
ど

も
会
や
青
少
年
部
の
活
動
が
進
め

ら
れ
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に

熱
心
な
努
力
が
は
ら
わ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、現
在
区
に
登
録
さ
れ

て
い
る
少
年
団
体
は
区
内
の
少
年

人
口
(
小
・
中
学
生
)
約
6
万
5

千
人
に
対
し
、1
3
8
団
体
約
6
千
人

で
、1

割
に
も
満
た
な
い
状
況
で

す
。
そ
こ
で
よ
り
多
く
の
子
ど
も

が
子
ど
も
会
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
と
、
区
教
委
や
学
校

、
婦

人
団
体

、
子
ど
も
会
な
ど
の
代
表

者
が
集
ま
り

、
少
年
団
体
育
成
企

画
委
員
会
を
つ
く
り
次
の
よ
う
な

方
法
で
子
ど
も
会
の
育
成
を
強
化

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
区
委
員
会
の
設
置

区
内
の
中
学
校
通
学
区
域
(
2
4

地
区
)
を
単
位
と
し
て
地
区
委
員

会
を
設
け
、そ
の
下
に
小
学
校
通

学
区
域
別
に
班
を
つ
く
り
(
1
)
地
区

内
少
年
団
体
と
の
連
絡
調
整
(
2
)
未

組
織
地
域
の
子
ど
も
会
結
成
促
進
(
3
)

よ
い
指
導
者
を
見
い
だ
す
こ
と
―

な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
助
成
す
る
た
め
区

か
ら
助
成
金
を
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

指
導
者
づ
く
り

子
ど
も
会
の
運
営
に
は
指
導
者

が
た
い
せ
つ
で
、P
T
A
や
高
校

生
、
中
学
生
(
3
年
)
な
ど
に
地

域
の
指
導
者
と
な
っ
て
も
ら
う
よ

う
呼
び
か
け
、
ま
た
、
よ
い
指
導

者
づ
く
り
の
た
め
に
講
習
会
を
開

き
ま
す
。

ま
た
、区
教
委
で
は
こ
れ
と
同

時
に
少
年
合
唱
団
や
鼓
笛
隊
の
結

成
準
備
を
進
め
、1
1
月
中
旬
の
少

年
団
体
結
成
合
同
大
会
と
か
ね
て

発
表
会
を
行
な
う
予
定
で
す
。

台 風 に そ な え て

こ
れ
だ
け
は
心
得
て
お
き
ま
し
よ
う

毎
年
や
っ
て
き
て
は
各
地
に
大
雨

を
降
ら
せ
、
洪
水
や
交
通
を
マ
ヒ

さ
せ
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
台

風
。こ
と
し
も
そ
の
台
風
の
時
期

が
近
づ
き
ま
し
た
。災
害
を
最
少

限
に
く
い
と
め
る
た
め
、次
の
こ

と
が
ら
は
ぜ
ひ
心
得
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
く
る
前
に

■
家
の
ま
わ
り
を
か
た
づ
け
、
流

れ
出
し
た
り
浮
き
あ
が
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
も
の
は
整
理
し
て
お
く

■
屋
根
や
雨
戸
な
ど
が
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
応
急
修
理
を
す
る

■
電
線
が
た
る
ん
で
い
た
り
、ふ

れ
あ
っ
て
い
る
と
き
は
、東
京
電

力
(
(
8
8
8
)
四
一
六
一
)
へ
知
ら
せ
る

■
会
社
、工
場
で
は
浸
水
時
に
油

類
や
化
学
薬
品
が
流
れ
出
さ
な
い

よ
う
安
全
な
管
理
を
す
る

避
難
の
用
意

■
飲
み
水
(
水
筒
に
入
れ
る
)

■
2
食
分
ぐ
ら
い
の
食
物
(
に
ぎ

り
飯
、
食
パ
ン
、
缶
詰
な
ど
火
を

使
わ
ず
に
食
べ
ら
れ
る
も
の
)

■
手
ぬ
ぐ
い
、チ
リ
紙
、着
替
用

肌
着
、
懐
中
電
灯
、
救
急
薬
品
な

ど
を
ま
と
め
て
お
く

■
火
の
気
に
は
十
分
注
意
し
、
避

難
す
る
と
き
は
必
ず
始
末
し
て
火

災
の
発
生
を
防
ぐ

出
水
し
た
ら

■
フ
タ
の
な
い
マ
ン
ホ
ー
ル
に
は

赤
旗
を
立
て
て
お
く

■
水
道
の
ジ
ャ
口
を
し
め
る

■
水
の
中
を
歩
く
と
き
、
素
足
は

ケ
ガ
の
も
と
。
下
水
や
ミ
ゾ
に
落

ち
な
い
よ
う
必
ず
「
つ
え
」
を
持

つ
こ
と

■
出
火
し
危
険
に
な
っ
て
き
た
ら

区
立
小
中
学
校
な
ど
の
避
難
所
へ

■
避
難
の
場
合
は
用
意
し
た
食
料

な
ど
を
持
っ
て
ゆ
く
こ
と

台
風
が
去
っ
た
ら

■
電
線
が
切
れ
て
た
れ
さ
が
っ
て

い
た
ら
危
険
で
す
か
ら
す
ぐ
東
京

電
力
へ
知
ら
せ
る

■
ふ
ん
尿
は
個
人
が
か
っ
て
に
汲

み
捨
て
な
い

■
生
水
や
、
水
を
か
ぶ
っ
た
食
品

は
飲
食
し
な
い

■
家
の
中
や
ま
わ
り
を
よ
く
消
毒

す
る

荒川放水路での水防演習に励む
消防署員と消防団員

生
活
館
が
完
成

8
月
1
日
か
ら
一
部
開
館

集
会
室
や
結
婚
式
場
、
老
人
娯

楽
室
な
ど
を
備
え
た
足
立
区
生
活

館
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
生
活
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
3
階
建
て
、延
べ
面
積
1

千
6
6
7
平
方
メ
ー
ト
ル
。総
工
費
は

6
千
2
7
0
万
円
で
、3
9
年
の
1
1
月
に

着
工
し
た
も
の
で
す
。

1
階
に
は
生
活
・
法
律
・
結
婚

な
ど
の
相
談
室
や
講
習
会
室
、そ

れ
に
老
人
の
た
め
の
無
料
の
娯
楽

室
が
あ
り
、2
階
は
結
婚
式
場
と

写
真
室
・
控
室
な
ど
、
3
階
に
は

集
会
室
2
室
と
無
料
の
読
書
室
が

あ
り
ま
す
。

集
会
室
は
8
月
1
日
か
ら
利
用

で
き
ま
す
が
、施
設
や
備
品
な
ど

の
整
備
の
た
め
、
老
人
娯
楽
室
は
8

月
中
旬
、結
婚
式
場
は
9
月
1

日
に
な
る
予
定
で
す
。

使
用
料
は
、集
会
室
が
午
前
9

時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
3
0
0
円
、午

後
6
時
か
ら
9
時
ま
が
4
0
0
円
、結

婚
式
場
は
1
回
5
0
0
円
で
す
。

申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
、

足
立
区
生
活
館
(
東
綾
瀬
一
-
五
-

一
七
、電
話
6
0
5
五
一
九
六
)
へ

な
お
、交
通
の
便
は
、常
盤
線

綾
瀬
駅
か
ら
徒
歩
1
5
分
、東
武
バ

ス
綾
瀬
―
亀
有
間
普
賢
寺
新
道
下

車
徒
歩
3
分
で
す
。

都内で8 番目にできた足立区生活館

□
一
般
会
計
補
正
予
算
□

7
億
9
千
万
円
を
追
加

土
木
・
教
育
事
業
に
重
点

4
0
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算

7
億
8
千
9
1
9
万
円
が
、こ
の
ほ
ど

区
議
会
で
可
決
さ
れ
、予
算
総
額

は
6
7
億
5
千
7
6
3
万
円
と
な
り
ま
し

た
。歳

入
は
特
別
区
税
1
億
4
千
8
8
0

万
円
、特
別
区
財
政
交
付
金
4
億

1
千
5
2
万
円
、前
年
度
の
繰
越
金

1
億
5
千
1
6
5
が
お
も
な
も
の
で
、

歳
出
で
は
、土
木
費
、
教
育
費
に

重
点
を
置
き
ま
し
た
。

土
木
費
と
教
育
費
の
お
も
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

土
木
費
(
3
億
1
千
7
3
8
万
円
)

△
水
路
の
暗
渠
化
(
梅
田
八
丁
目

の
東
武
線
踏
切
脇
)
2
千
5
0
0
万
円

▽
道
路
の
拡
幅
(
古
千
谷
町
内
、

伊
興
町
本
町
～
見
通
間
)
1
千
1
0
5

万
円
▽
道
路
の
新
設
・
改
良
と
補

修
(
伊
興
町
本
町
内
、島
根
町
内

中
川
五
丁
目
内
、大
谷
田
町
～
六

木
町
間
、綾
瀬
四
丁
目
～
東
加
平

町
間
)
4
千
8
4
8
万
円
▽
排
水
場
施

設
整
備
1
千
6
9
5
万
円
▽
災
害
復
旧

工
事
1
千
万
円

教
育
費
(
3
億
2
千
7
9
3
万
円
)

▽
屋
内
体
操
場
建
設
(
千
七
小
)

2
千
9
0
9
万
円
▽
校
舎
増
築
(
高
野

小
6
教
室
)
1
千
8
3
5
万
円
▽
校
舎

改
築
4

千
5
1
0万
円

お
知
ら
せ

特
別
弔
慰
金
を
支
給

戦
没
者
の
遺
族
に

戦
没
者
の
遺
族
に
対
し

、
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
特
別
弔
慰
金
は
、昭
和

4
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
弔
慰
金

を
受
け
て
い
る
か
た
で
、同
日

現
在
、遺
族
の
な
か
に
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

て
い
る
も
の
が
い
な
い
か
た
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
請
求
期
間
…
4
0
年
7
月
1
5
日

か
ら
3
年
間

▽
受
付
場
所
…
厚
生
部
福
祉
課

援
護
係

▽
弔
慰
金
額
…
3
万
円
(
1
0
年

償
還
の
記
名
国
債

)

住
民
登
録
の

実
態
調
査

調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す

8
月
1
日
か
ら
3
1
日
ま
で
の

1
か
月
間
、
住
民
登
録
の
実
態

調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、み
な
さ
ん
の

住
所
の
有
無
、家
族
構
成
、年

令
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、区

役
所
の
出
張
所
か
ら
調
査
員
が

う
か
が
い
ま
す
。

住
民
登
録
は
、選
挙
や
印
鑑

証
明
、
入
学
な
ど
基
本
と
な
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
就
職
の
と

き
や
住
宅
の
申
し
込
み
な
ど
、

生
活
に
結
び
つ
い
た
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
住
民
票
を
つ
く
る
た
め

に
こ
の
実
態
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

国
保
海
の
家
を
開
設

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
保

養
施
設
と
し
て
、8
月
2
5
日
ま

で
江
の
島
、鎌
倉
、逗
子
の
3

か
所
に
海
の
家
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。使
用
料
は
無
料
で
使

用
す
る
か
た
は
、も
よ
り
の
出

張
所
、ま
た
は
国
民
健
康
保
険

課
に
あ
る
利
用
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。一
般
の
か
た
に
も
こ

の
利
用
券
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。


